
「 働く ということ 」 

校長 益満 等之 

 辞書で「働く」をひいてみると、①うごく②精神が活動する③精を出して仕事をする④他

人のために奔走するなどが挙げられています。それが転じて「働く」＝「労働」の意味とな

ったとあります。「労働」は、収入を得る目的で身体や知能を使って働くことですが、生徒

は、本校の教育活動をとおして将来の「労働」にむけた準備をしているところです。そこで、

学習活動としての「働く」ということについて考えてみました。 

 本校では、「現場実習」という、将来を見据えた、企業等での実習を行っています。1 年

生は５回にわたり、教職員と共に様々な職種の企業へ赴き、働く体験をさせていただいてい

ます。その中で、生徒個々に自分に適した業種を考える学習に取組みます。さらに２年生で

は、生徒が単独で１週間の実習を２回（計 10日間）の実習にチャレンジします。ここで初

めて、「企業のために」「お客様のために」精を出して仕事をすることや、自分以外の人のた

めに奔走する経験をします。まさに、学校ではできない「本物での学び」を体験することに

なります。そして３年生では 2週間の実習を 7月と 9月に（計４週間）行います。３年生

での実習は、卒業後に就労することを前提とした実習で、真剣勝負の４週間となります。 

 先日、ある業界紙（特定の業界に関する専門月刊誌）を読んでいて、『「次の実習はない」

と伝えるのも ときには必要』という記事に目が留まりました。 

 「特に３年生の実習では、内定を意識して実習に臨んでもらっているが、会社にとって採

用していいかということを真剣に考え、少しでも違うと思ったら厳しいようでもはっきりと

お断りをする。実習生にとっても期待させるのは可哀想なこと・・・」という厳しい内容で

した。利潤を追求している企業にとっては、優秀な人材を採用する必要があることは当然の

ことです。しかし、そうした中でも、夢の実現に向けて、生徒たちは真剣に取組んでいます。

頑張っている生徒全員に心からエールを送ります。 

 私も 8月・9月に生徒が実習をさせていただいている事業所のいくつかを訪問し、社長・

所長や人事担当者・現場で指導に当たっていただいている方に直接お会いし、生徒の評価を

お聞きする機会がありました。生徒たちが、自分の人生をより良く生き、社会のウエルビー

イングを実現するために「精を出して仕事をしている」ことが、事業所の方の言葉からも伝

わってきました。実際に実習をしている生徒たちの表情は真剣で、学校にいる時よりも大人

びて見えました。それは、働くことの大切さを身をもって体験している証だと思います。 

 改めまして、実習を受け入れていただいている事業所の方々や、協力していただいている

保護者の皆様に感謝を申し上げます。今後とも豊明高等支援学校の教育活動に御協力をお願

いいたします。 


